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はじめに

成長や耐鼠性，材質等の諸形質に優れたグイマツ雑種Flは，種子が十分供給できる体制が確立されていない

が，造林者の間ではその確保について大きな要望がある o 優れたグイマツ雑種Fl品種を開発するには，両親種で

あるカラマツ (L.kaempferi)，グイマツ (Larixgmelinii var. jα:ponicα)について優秀な育種素材が必要になる O

そこで，北海道育種場に保存している両樹種の精英樹クローンと「からまつ材質育種事業」で選出された材質優

良木を対象に成長および材質特d性の調査を行った。また，本報では，初期成長，ヤング率，繊維傾斜度の既存デー

タについても記載した。

2 材料と方法

2. 1 材料

調査したカラマツ精英樹クローンは， 1963年に北海道育種場内の第4カラマツ育種素材保存固と， 1960年及び

1962年に第3カラマツ育種素材保存閣に植栽された林齢43年， 44および46年ノ七 (2005年現在)のつぎ木クローン

である。

また，調査したグイマツ精英樹クローンは，第4カラマツ育種素材保存園に1963年に植栽された43年生 (2005

年現在)のつぎ木クローンである。

カラマツ精英樹クローンとグイマツの精英樹クローンは，植栽時に同一クローン約10個体が一列に隣接して植

栽された。植栽間隔は，列問 4m，苗間2.5mであり，反復はない。植栽後，適時保育間伐が行なわれ，現在はク

ローン当り 1'"'-'5個体が残っている。なお，第3カラマツ育種素材保存固と第4カラマツ育種素材保存困は，林

道を挟んで隣接しており，どちらもほぼ平坦な場所に設定されているため，立地環境の違いは小さいと考えられ

るO そこで，カラマツ精英樹クローンのデータの解析は 2つの育種素材保存園をまとめて行なった。なお，選

抜時にグイマツ精英樹であった根室 6号(支)，根室 7号(支)および根室 8号(支)の 3クローンは，私信に

よると，森口喜成らの葉緑体とミトコンドリアのPCR-RFLP分析の結果，カラマツ型と判断された。また，半田

孝俊のフェノロジーの観察結果，これらの精英樹は，開葉時期が他のグイマツ精英樹より遅いためカラマツ型に

判断された。よって，これらの精英樹をカラマツとして扱った。

調査した材質優良木は，第5カラマツ育種素材保存聞に1984年'"'-'87年に植栽された林齢19'"'-'22年生 (2005年現

在)のつぎ木クローンと樹齢18'"'-'42年(1984年時点)の原木である。材質優良木クローンは，カラマツ精英樹ク

ローンと同様の植栽方法で植栽されており，反復はない。現夜は，クローン当り J"'-'6個体が残っている。

2.2 測定形質と測定方法

2. 2. 1 成長量

カラマツ精英樹クローンとグイマツの精英樹クローンについては， 5年次と40年次の樹高と胸高直径を調査し

た。また，材質優良木クローンについては， 5年次の樹高と胸高直径を調査した。
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2.2.2 密度

カラマツ類の材の密度は，ピロディンである程度推定できることが分かつている(田村ら， 2002)。そこでピロ

ディンを用い， 6ジュールの力でー木材に針を打込み，その陥入深さを測定した。なお，陥入深さが大きいほど材

の密度が小さい。調査した材料は，カラマツ精英樹クローン，グイマツ精英樹クローンおよび材質優良木クロー

ンである。これらの材料の密度の測定は，全て2002年に行った。調査時の林齢は，カラマツ精英樹クローンが40

年， 41年および43年，グイマツ精英樹クローンは40年，材質優良木クローンは17"'20年である。

2. 2. 3 幹曲り

幹曲りは，林木遺伝資源特J性評価要領に従って，指数を用いて評価した(林木育種センター， 2004)0調査した

材料は，カラマツ楕英樹クローン，グイマツ精英樹クローンおよび材質優良木クローンである。これらの材料の

幹曲りの測定は，全て2002年に行った。調査時の林齢は， 2. 2. 2で示した調査時の林齢と同一である。

2.2.4 枝下高

校下高は生立木のまま，地際から生枝の最下着生位置までの高さを10cm単位で、測定した。調査した材料は，カ

ラマツ精英樹クローン，グイマツ精英樹クローンおよび材質優良木クローンである。これらの材料の枝下高の測

定は，全て2002年に行った。調査時の林齢は， 2. 2. 2で示した調査時の林齢と同一である。

2. 2. 5 繊維傾斜度

繊維傾斜度は，割裂法(大倉・鳥山， 1952)で測定した。なお，繊維傾斜には，旋凶方向により左旋I凶と右旋

l戸|があり，それぞれのねじれ量をプラスおよびマイナスの量とし，年輪ごとの繊維傾斜度は，両半径方向の平均

値とした。個体ごとの平均繊維傾斜度(以後，平均傾斜度とする)は，全測定年輪の繊維傾斜度の平均値の絶対

値として算出した。また，最大繊維傾斜度(以後，最大傾斜度とする)は，全測定年輪の中で繊維傾斜度の絶対

値が最大となった年輪の繊維傾斜度とした。

調査した材料は，カラマツ精英樹クローンと材質優良木の原水である。カラマツ精英樹クローンの繊維傾斜度

は 2度測定している。最初はからまつ材質育種事業J (林野jJ'研究普及課， 1984)の中で， 1981年(林齢19

"'24年)に測定L，2度目は. 2004年(林齢40"'43年)に台風18号で倒れた個体について測定した。ただし，台

風被害で倒れた個体は，最近形成された材部が，非常に年輪幅が狭かったため，年輪界が判別しづらかった。そ

こで，年輪が判別しやすかった髄から30年輪について調査した。材質優良木の原木の繊維傾斜度については，か

らまつ材質育種事業の中で測定された。測定時の樹齢は. 18年"'42年である(織田・片寄. 1986)。

2. 2. 6 ヤング係数

ヤング係数は，ぶら下がり法とタッピング法で測定した(藤津.2001)。調査した材料は，カラマツ精英樹クロー

ンとグイマツ精英樹クローンである。カラマツ精英樹クローンについては. 2度測定している。最初は. 1987年

'" 1989年(林齢25'"'-'30年)にぶら下がり法で測定した(高田. 1994) 0 2度目は， 2004年(林齢40"'43年)に台風

18号で倒れた個体ついて，タッピング法で測定した。グイマツ精英樹クローンのヤング係数も， 1987'"'-'1989年(林

齢25"'27年)にぶら下がり法で測定した(高田， 1994)。
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3 結果と考察

表 lにカラマツ精英樹クローン，材質優良木およびグイマツ精英樹クローンの特性値を示した。なお，各特性

値はクローン平均値である。また，表-2にカラマツ精英樹クローン，材質優良木およびグイマツ精英樹クロー

ンのクローン間変動について示した。

表-2 各形質のクローン間変動

種 類 形質 単位 n 平均値標準偏差最大値 最小値変動係数

カラマツ精英 40年次樹高 庁1 259 16.9 2. 7 24. 2 8.4 0.16 
樹クローン 40年次直径 cm 259 26目5 4.1 37. 0 15.5 0.15 

5年次樹高 庁1 246 2. 5 O. 7 4目7 O. 7 0.29 
5年次直径 cm 246 3. 2 0.9 6. 7 1. 5 0.28 
陥入深さ mm  257 13.8 1.1 17.3 11. 0 。ー 08
幹曲り 257 4. 5 0.6 5. 0 2.0 0.14 
枝下高 昨1 257 7. 3 2. 2 12.0 1. 5 0.30 
最大傾斜度a) % 119 8. 6 1.8 15.2 5.0 0.21 
平均傾斜度a) % 119 5. 9 1.5 11.2 2. 9 O. 25 
ヤング係数b) GPa 54 9.2 1.4 13.9 6. 6 0.16 
最大傾斜度c) % 68 10.2 3.0 20. 2 4.8 0.30 
平均傾斜度c) % 68 7. 0 2.3 15.3 2.9 0.32 
ヤング係数c) GPa 69 9.2 1.1 11.8 6. 7 0.12 

材質優良木 5年次樹高 昨1 42 2. 9 0.8 5目8 1.6 O. 26 
5年次直径 cm 42 2. 1 1.1 7. 0 O. 4 O. 52 
陥入深さ 円1昨1 42 12.7 1.0 16.8 11. 4 0.08 
幹曲り 42 3目9 0.8 5. 0 2. 0 0.21 
枝下高 円1 42 3.2 0.3 3.7 2. 5 0.10 
最大傾斜度a) % 52 5目。 1.0 7. 4 2. 1 0.19 
平均傾斜度a) % 52 1.9 0.6 3.5 。.8 O. 30 

グイマツ精英 40年次樹高 内1 31 15.9 1.5 19.1 13.4 0.10 
樹クローン 40年次直径 C昨1 31 26.6 3. 6 33.3 17.6 0.13 

5年次樹高 円1 31 2.1 。目 4 2. 9 1.1 0.21 
5年次直径 C円1 31 2. 9 O. 8 6.5 2. 1 O. 26 
陥入深さ 円1m 31 11.7 1.0 14.1 10.0 O. 09 
幹曲り 31 4.4 O. 7 5. 0 2. 7 。目 15

枝下高 m 31 6. 7 1.3 9.6 3.7 O. 20 
ヤング係数b) GPa 8 11. 2 1.6 12.8 B目4 。目 14

注)a)， b)， C) は表一 1の注釈を参照

5年次の成長量は，カラマツ精英樹クローン，グイマツ精英樹クローンともに大きなクローン間変動があり，

選抜差を大きくとることができる形質であった。グイマツ雑種FIの初期成長は，相加的遺伝分散の寄与率が高

く，非相加的遺伝分散の寄与率が小さいことから(田村ら， 2006)，優良クローンの選択は有効で、あると考えられ

る。ピロディン陥入深さの変異は，カラマツ精英樹クローン，材質優良木クローンおよびグイマツ精英樹クロー

ンともに，他形質と比較して小さかった。以前からカラマツの密度の変異は小さいことが報告されており(中田

ら， 2005)，今回は，その結果を支持するものとなった。一方，幹材中の炭素固定・貯蔵量は幹材積と密度と炭素

含有率の積で推定できる。すなわち，僅かな密度の増加でも，幹材中に固定・貯蔵される炭素量は大きくなると

予想される。グイマツ雑種Flの密度は，遺伝率が高いため，確実に炭素固定・貯蔵量の改良効果を期待できる。

そのため，密度は炭素固定・貯蔵量が高いグイマツ雑種Fl家系を開発する上で必要不可欠な形質である。また，
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遺伝分散の大部分が相加的遺伝分散であることから，優良クローンの選択は特に重要である(田村ら， 2005)。若

グイマツよりカラマツの方が遺伝分散の寄与率が高い(田村・井城，齢時のグイマツ雑種F1の繊維傾斜度は，

カラマツの繊維傾斜度の変異は，既存の研究(三上， 1988)で大きいことが知られている。北海道また，2004)。

これらのカラマツのクローン間でも大きな変異がみられ，選抜差を大きくとることができる形質と考えられる。

グイマしかし，のことから，優れたカラマツのクローンを選択することによる改良効果は大きいと考えられる。

ツとカラマツの相加的遺伝分散の寄与率は，樹齢によってそれぞれ変動することから(田村・井城， 2004)，グイ

ヤングマツ精英樹クローンの中からも繊維傾斜度が小さいクローンを選抜することも必要であると考えられる。

カラマツ精英樹クローンとグイマツの精英樹クローン聞にも比較的大きな変異が見られた。グイマツ雑係数は，

種F1のヤング係数は，変異が大きく，極めて高い遺伝性(狭義の遺伝率二0.801)を示すことから，両樹種の中

(田村ら， 2006)。から優れたクローンを選抜することは極めて重要で・ある

カラマツ精英樹クローンの各形質問の相関関係を示した。表 3に，

カラマツ精英樹クローンの各形質問の相関係数表-3
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注)対角線より右上が相関係数，対角線より左下はnを表す。

a). b). c)は表一 1の注釈を参照

68 
68 

それぞれ o. 11， 0.02であり，顕著40年次の樹高と陥入深さの相関係数，胸高直径と焔入深さの相関係数は，

の相関係数，胸高直径とな関係は見られなかった。また， 40年次の樹高とヤング係数(測定時の林齢40"'-'43年)

これらのことから，成-0.09であり，顕著な関係は見られなかった。それぞれ0.07，ヤング係数の相関係数は，

また，最大傾斜度が大きいクローンは，平長と材質の両者が優れたクローンを選抜できる可能性が示唆された。

比較的若齢時に出現する最大傾斜度で，平均傾斜度が小さいクロー均傾斜度も大きい傾向が見られ (r=0.88)，

ぶら下がり法で測定したヤング係数(測定時の林齢25年"'-'30年)は，タッンを間接選抜できる可能性が示された。

と顕著な相関が見られたが (r=0.75)，林齢19"'-'24年ピング法で測定したヤング係数(測定時の林齢40"'-'43年)

に測定した最大傾斜度および平均傾斜度と林齢40"'-'43年に測定した最大傾斜度および平均繊維傾斜度の相関係数

それぞれ-0.08，0.12であり，顕著な関係は見られなかった。表-4に，材質優良木の各形質問の相関関係

を示した。

は，
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材質優良木の各形質問の相関係数表-4

A 

5年次樹高

5年次直径

陥入深さ

幹曲り

枝下高

最大傾斜度a)

平均傾斜度a)

G 

-0.15 

-0.11 

o. 09 

-0.05 

-0.15 

o. 24 
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0.11 
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-0.15 

0目 28

D 

o. 08 

o. 09 

-0. 33 

η
/』
内
〆
』
内
〆
-

A
斗

凋
μ
寸
凋
斗

C 

-0. 31 

-0.19 

内
〆
』
丹
/
』
内
/
』
内
〆
』

必
ι
マ
バ
斗

a斗
バ
仏
寸

B 

o. 82 

q
L
n
t
η
t
?』

n
t

A
斗
凋
斗

anマ
8
U
寸
凋
U
『

の
/
』
内
〆

h
η
L
q
L
n
/』
今
〆
』

d
斗

8
斗

A
，
A
Uマ

A
斗

a
4

記号

A

B

C

D

E

F

G

 

形質名

52 

注)対角線より右上が相関係数，対角線より左下はnを表す。

a)は表 1の注釈を参照

42 
42 

それ以外の形質問には，顕著な相関5年次の樹高と胸高直径の聞に顕著な相関関係が見られたが (r=O.82)， 

グイマツ精英樹クローンの各形質問の相関関係を示した。関係は見られなかった。表 5に，

グイマツ精英樹クローンの各形質問の相関係数F
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40年次樹高

40年次直径

5年次樹高

5年次直径

陥入深さ

幹曲り

枝下高

ヤング係数b)

形質名

8 

注)対角線より右上が相関係数，対角線より左下はnを表す。

b)は表ー 1の注釈を参照

31 
B 

-0.17であった。同それぞれ0.22，40年次の樹高と陥入深さの相関係数，胸高直径と陥入深さの相関係数は，

それぞれ 0.28， 0.21であ様に， 40年次の樹高とヤング係数の相関係数，胸高直径とヤング係数の相関係数は，

グイマツ精英樹クローンの中からも，成長と材質が優れたクローンを選り，顕著な相関関係が見られなかった。

抜できる可能性が示された。
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Summary : The variations of growth traits and wood quality of following clones were examined within three 

groups : plus tree clones of Lαrix.kαempferi， plus-tree clones of L.gmerinii var. jαrponicαand plus-trees with 

less spiral grain， all of which were selected in Hokkaido breeding region. Growth at 5 years， growth at 40 

years， stem crookedness， clear length， the depth of driving with the Pilodyn， spiral grain angle and young' s 
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modulus were measured. These traits had large variations among each clones of the 3 groups. In order句

develop excellent hybrid larch F 1 families in the future， the characteristic values of each clone have been 

described in this report. 
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(1/7) カラマツ精英樹クローン，材質優良木およびグイマツ精英樹クローンの諸特性表一 l

最大傾斜度ω平均傾斜度.)ヤング係数ω最大傾斜度。平均傾斜度"ヤング係数"
n%  n % n GPa n % n % n GPa 

19. 8 1 7. 3 1 10. 2 
310. 5 3 7. 3 3 10. 2 
28.8 25.9 28.9 
1 7. 2 1 4. 1 1 11. 2 

1 10. 1 
1 7. 7 

115.3 
1 4.8 

119.2 
1 7.6 

3 8.4 

210.6 

310.7 

3 6.3 
3 4.5 
3 3.5 
4 6.3 

ヰ 8.1

3 8.6 
3 7.9 
3 5.4 
4 9.1 

* 11. 2 

5年次直径
n cm 

主
叫
す
域
部
・
ぽ
い
¥

W可

l
S凶
骨
問
時

3 9.9 
1 8.0 
3 9.5 

1 9.9 

2 9.0 
5 6.0 5 9.2 

3 8.6 キ 5.5ヰ 8.1

山
一
山
一
山
富
山
一
一
一
山
一
世
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一
日
一
山
一
山
一
日
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川
町
一
日
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出
一
川
一
山
一
山

3 8. 2 
1 7.7 
3 6.1 

1 5.7 
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川
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川
町
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山
尚
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山
市
町
一
一
一
一
一
時
一
日
一
山
一
昨
日
一
日
当
日
一
一
山

種類クロン名樹種

313.0 
110.0 
3 8.5 

1 7.9 

212.2 
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川
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川
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川
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山
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川
一
一
一
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当
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山
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山
市
一
一
一
川
市
一
山
一
川
市
一
一
一
山

時
一
川
町
一
部
一
部
一
山
一
山
一
山
一
山
一
山
一
山
一
山
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川
市
一
山
一
山
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川
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山
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山
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山
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山
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山
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山

3 8.6 

6 5.1 

ヰ3.2
3 3. 3 

6 7.2 

ヰ 6.1
3 5.0 

減

N
N
d

110.8 1 6.7 1 11. 9 
ヰ 5.2ヰ8.5

1 7.9 1 7. 1 1 10.2 

3 9.4 

牢 4.3 
キ 7.2

宇 5.8
3 4.4 

3 7.1 
宇 4.6 
ヰ 4.6 
キ 8.0
3 5.3 
キ 8.0
キ 5.4
3 5.0 

* 7.3 

ヰ 6.1
ヰ10.5

ヰ 8.0
3 6.8 

310.9 
キ 7.3 
キ 7.1
キ11.3
3 7.4 
ヰ10.3
キ 8.9
3 8.0 

ヰ10.5

8 2.8 
10 2.8 
10 2.8 
1 2.0 
10 3. 4 
9 4.2 
10 2.7 
9 2.9 
8 3. 7 
3 3. 4 
9 2.3 
1 3.2 
4 3. 2 
3 3. 4 

4 3. 3 
6 2.1 
3 2.9 
5 3. 0 
4 2.4 

8 1. 4 
10 2.1 
10 2.4 
1 0.9 
10 2.8 
9 2.2 
10 2.0 
9 1. 3 
8 1.6 
3 3. 3 
9 1. 5 
1 1. 9 
4 1. 6 
3 1. 6 
4 1. 3 
6 2.6 
3 2.7 
5 2.9 
4 1. 8 

1 8.6 

40年次樹高 40年次直径 5年次樹高
nm  n cπnπ1  

514‘2 520.6 
417.3 428.3 
517.5 527.0 
515.9 523.0 
517.2 524.6 
416.8 424.3 
2 19. 1 223.5 
516.6 525.6 
515.8 525.0 
219.4 227.5 
517.7 524.6 
417.3 428.5 
118.5 128.0 
516.4 527.8 
516.5 524.2 
515. 6 526. 2 
516.7 525.0 
216.8 228.5 
223. 1 236.0 
514.3 523. 8 
516.5 524.0 
516.2 526.2 
117.4 136.0 
515. 2 525. 6 
412.7 422.3 
512.2 519.8 
511.4 521.2 
322.2 331.0 
48.4 415.5 
414.8 425.0 
513.6 523.2 
513.9 523.4 
513.5 524.0 
516. 1 526.6 
517.1 525.4 
41ι6 426. 3 
516.7 523.4 
321. 2 329. 0 
415.5 424.8 
417.6 425.0 
417.6 422.5 
516.9 524.6 
417.5 422.5 
418.9 426.3 
517.0 526.2 
517.3 527.2 
315.5 319.0 
514.7 524.0 
516.9 524.0 
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4 9 4 417.3 
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一一昨一一一畳間一一一一一一一一一一一一一一一世間一臨時一時一一一一一臨時一一一一一一色町一臨時一一一一一龍一一
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1 4.4 1 7.0 キ 5.3

キ 6.6 
キ8.3
ヰ 96 

3 3. 7 
3 4.4 
3 9.3 
3 2.3 

3 4.3 
3 4.7 
3 5.0 
3 2.0 

313.2 
312.0 
315.5 
314.8 

4 2.7 
5 3. 5 
10 2.8 

4 2.5 
5 2.6 
10 1. 6 
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キ11.0 

最大傾斜度':平均傾斜度ョ:ヤング係数的最大傾斜度V平均傾斜度"ヤング係数"
n%  n % n GPa n % n % n GPa 

キ10.9 キ 6.6 

3 6.9 

カラマツ精英樹クローン，材質優良木およびグイマツ精英樹クローンの諸特性

キ 7.8 

表 l
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40年次樹高 40年次直径 5年次樹高
n n円円 C作 nπ1

510. 1 5 20. 6 10 2. 4 
218. 7 2 29. 0 2 2. 9 
512.6 522.4 10 2.2 

311. 2 3 22. 3 10 3. 5 
512. 3 5 20. 9 8 1.7 
123. 3 1 37. 0 2 3. 8 
120. 9 1 34. 0 2 2. 4 
513. 0 5 24. 6 9 1.7 
414. 1 4 21. 8 7 1. 2 
416.2 427.0 8 1.5 
315.5 325. 5 7 1. 3 
514. 7 5 22. 2 9 2. 2 
516.1 524.8 9 1.4 
415. 3 4 27. 5 9 1. 7 
515. 8 5 23. 6 8 1. 8 
516.0 525.4 9 2.3 
515. 7 526. 2 9 2. 3 
514. 8 5 26. 2 8 2. 8 
315. 5 3 26. 0 7 1. 6 
415. 9 4 26. 5 8 2. 0 
219. 0 2 28. 5 4 2. 2 
4 16. 5 425. 5 6 2.9 
316. 5 3 23. 7 3 2. 3 
516. 0 5 30. 2 6 2. 5 
320.8 333.3 1 4.2 
318. 3 3 32. 6 3 3. 8 
223. 9 2 36. 5 4 3. 8 
516. 9 524. 2 7 1.8 
315. 7 3 24. 3 7 1. 5 
520. 6 531. 9 5 3. 7 
517. 4 5 26. 4 9 1. 8 
515. 6 5 26. 4 8 2. 7 
417.0 424.0 4 2.4 
517. 0 5 29. 6 9 3. 1 

5 0.7 
5 3. 6 
2 2.8 
6 1.8 
10 2.6 
3 3. 4 
10 2.1 
10 3. 0 
9 3. 2 
10 3. 4 
10 2.6 
4 3. 5 
8 2.4 
2 3. 1 
3 3. 2 
2 2.6 
2 3. 6 

110.7 

1 8.2 
210.3 

1 5.2 
2 7.3 

2 5.9 

クローン名

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一戸時一畳間一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

1 3. 7 

1 7.3 

1 8.7 
2 7.6 

1 7. 7 
210.9 

2 7.6 

樹種

一叫量一前E需冨…巳鼎量器量一市E需霊震歪…巳鼎置誤塁一町E需霊一中鼎量器室一前E需冨震宝一巳鼎置器皇一市E百霊一担以量崇一市E需冨震霊一
2開量器皇一前E需霊一中鼎置器塁一市E需霊一巳鼎置器室一市E需霊一中鼎量崇量一町E需霊罷霊一中鼎置器塁一市E需霊一中鰐置器豊一市E需亘罰霊…旦開誌誤塁一市E同亘…担関旦崇量一珂E需重器室一中鼎置器皇一布E需璽…担関盤罷室一市E需亘一中関置崇罷一前E需霊一坦鼎超器墨一市E需E一由開毘崇塁一市E需宣需室一坦窮置器塁一前E需重一中関量器塁一市E需霊一中関置器罷一市E需冨…中鼎置崇室一市E需亘宗亙…担鼎琵器室一市E需霊罷雲一出鼎E需皇一町E需宣需喜…中能量器号一町E需冨一中鼎器一市B…白誤室一而E需霊…中間畳需塁一問E需霊罷墨…旦崩量器量一町E需冨…担鼎誼一町E一中一一鼎呂崇号一市E需亘一担鼎置一町E一戸一E冨崇室一也鼎毘罷室一前E需亘罷霊…担開呂崇室一町E需塁罷号一中誤置器号一町E需霊一中鵠誼一市E一白崇一市E需霊宗室…担開置崇塁一雨E需宣罷室一平鼎鎧器量一市E需宣一中開量器呈一市E需霊京歪一早罷超器室一市E需冨一坦鼎盟器室一市E需霊罷室…旦開量崇墨一町E需冨…中討置器崇一市E需亘一担鼎盤罷室一町E需璽…戸鰐畳一前E一巳一一

1 5. 6 

9.4 

1 11. 0 
212.4 

3 7.3 
2 7.1 
311.2 
2 7. 4 

牢 6.3 

キ 2.9
3 5.3 
ホ 5.6 

キ 8.0
牢 7.4
キ 5.2 

牢 4.8

キ 5.3 
3 5.3 
3 7.0 

キ 9.4

キ 9.0
3 7.8 
キ 8.4

キ 7.8

ヰ 7.4 
3 8.9 
311. 1 

3 8.8 

キ 6.6 キ10.5

211.9 
2 6.3 
310.0 
3 9.5 
3 7. 3 
3 6.1 
3 6.6 
3 9 1 
3 6.7 
3 8.2 
3 7.1 
3 8. 6 
211. 0 
310.3 
1 9.7 
211. 6 

3 5.0 
2 4.5 
3 3. 7 
3 4.3 
3 5.0 
3 5.0 
3 4.7 
3 4.7 
3 5.0 
3 5.0 
2 3. 0 
3 4.3 
2 5.0 
3 5.0 
1 5.0 
2 3. 0 

313.7 
312.6 
313.1 
312.6 
314.3 
314.6 
314.3 
314.5 
313.4 
314.6 
214.9 
315.2 
213.9 
315.2 
312.9 
313.7 

233. 5 
229.5 
522.4 
523. 4 
233. 5 
527.8 
530.0 
528.4 
525.6 
528.0 
231.0 
525.4 
232.5 
329.6 
132.0 
226.0 

221.3 
220.0 
516.3 
515.3 
221. 8 
515.2 
515.0 
517.2 
516.3 
515.3 
219.7 
516.8 
223. 2 
321. 4 
121. 5 
221. 2 
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(3/7) カラマツ精英樹クローン，材質優良本およびグイマツ精英樹クローンの諸特性表-1

骨
骨
U

許
可
部
ム
川
い
¥
W
1
『
割
減
謝
昨

満

N
N
4

最大傾斜度，)平均傾斜度o} ヤング係数b} 最大傾斜度"平均傾斜度"ヤング係数"
n % n % n GPa n % n % n GPa 

力ラマツ上川128号(支) 英 220.8 230.0 3 2.9 3 3 314.6 2 5.0 2 5.3 
カラマツ 主内号 英 416 423. 8 312.0 3 4.7 310.0 
カラマツ 古内 2号 英 517.5 529.6 311. 3 3 4.3 3 9.0 
カラマツ 克3号 英 418 427.0 g 3 8 312.8 3 5.0 3 3. 6 
カラマツ 克4号 英 416 425.0 7 2 7 315.2 3 4.7 3 5.8 2 8.4 
カラマツ北見 5号 青英司 516.3 527.4 9 3 9 315.6 3 4.0 3 5.2 本8.8 本 6.7 1 8.0 
カラマツ北5[6号 青英霊j 517.5 531. 8 9 1. 9 9 314.0 3 4.7 3 8.2 キ 6.6 キ 4.5 3 8.2 
カラマツ 劃11路 2号 (支 青英霊1 514.4 524.4 10 2.7 10 3 313.8 3 4.0 3 8.2 
カラマツ 釧路 3号 支 I英司 514.4 521. 8 10 2.4 10 3. 2 313.5 3 2.7 3 7.7 キ 8.4 キ 5.9
カラマツ 釧路4号 支 i英積 415.2 4 9 2.4 9 314.7 3 4.0 3 7.4 キ10.4 本7.3
カラマツ釧1]1&5号 (支 i英棒 317.8 3 3 3. 2 3 315.1 3 5.0 3 5.1 
カラマツ、| 6号 支 217.4 2 2 2.5 2 315.1 2 5.0 2 4 
カラマツ、|自9号 支 416 4 10 2.6 10 314.3 3 3. 7 3 6. 
カラマツ i内号 321. 3 326.0 4 2.2 4 3.4 311. 2 3 5.0 310 
カラマツ 胎内 2号 420.2 427.5 2 3.6 2 4.2 311. 0 3 4.3 3 9 
力ラマツ 幌2号 522.2 535.8 7 3. 0 7 3. 2 315.3 3 5.0 3 8.5 
カラマツ 左呂間 妄 i英樹 518.2 523. 0 6 1. 8 6 2 314.1 3 4.3 3 8.2 
カラマツ 左呂間

，τ E i笑駐 618.2 627.0 9 1.8 9 2.7 312.4 3 4.3 3 7.6 牢 9.8 宇 7.6 310.5 
力ラマツ 愛志 1 i英桓 515.2 526.6 9 2.3 9 2.7 313.8 3 4.7 3 8.0 6 8.0 6 7. 3 
カラマツ 麦志 2 i英暦 321. 7 330.0 4 3. 6 4 4.3 313.5 3 5.0 310.9 
カラマツ 愛志 3号 i英積 1 18.2 124.0 4 3. 3 4 3. 6 314.3 1 2.0 1 10.0 
カラマツ 愛志 4号 i実積 513.0 523. 0 10 1. 8 10 2.7 313.9 3 5.0 3 8.2 1 8.2 1 6.4 1 8. 0 
力ラマツ 圭日 5号 (支 i英棒 224.2 233. 5 2 2.7 2 3 312.0 2 5.0 2 6.1 
カラマツ 圭日t;;6号 (支 精英樹 320.6 329.3 3 3. 0 3 3. 2 314.1 3 4.3 3 7.4 
カラマツ 全日~7 号 (支 英 515.6 520.8 9 2 9 2.5 312.4 3 4.7 3 7.5 7 8.1 7 6.1 
カラマツ 全日 8号 (支 英 122.5 134.0 1 3 1 3. 0 313.6 1 5. 0 1 7.3 
カラマツ ，11号 (支 英 515 525.6 10 2.4 10 2.9 312.0 3 4.3 3 3. 8 牢 8.4 キ 5.4 215.3 2 9.8 210.3 
カラマツ 是志12号 (支 英 323. 334.6 3 3. 8 3 3. 7 313.1 3 4.3 3 7. 9 
カラマツ 愛志15号 L支 英樹 119.5 129.0 1 4 1 4.0 314.5 1 4.0 1 7.2 
カラマツ 愛志16号 (支 英到 319.2 329.6 5 3 5 3. 6 313.3 3 4.3 3 7. 9 
力ラマツ 愛志18号 〔支 英腎 314.8 323. 7 5 2.5 5 2 314.0 3 4.3 3 5.9 牢10.9 宇 7.4 
力ラマツ 愛志19号(支 i英 513.0 522.8 9 1.8 9 3 313.6 3 5.0 3 7.3 
カラマツ 圭志20号 (支 i英 222.3 235.0 4 3. 6 4 3. 4 313.3 2 5.0 2 9.3 
カラマツ 麦志21号 (支 i英 219.3 232.0 2 3. 4 2 3. 9 312.9 2 5.0 2 4.9 
カラマツ 圭志22号 (支 ;英 614.7 623. 8 9 1. 9 9 3. 2 313.5 3 4.0 3 4.5 4 9.4 4 7.0 
口三マツ ~i 4 4 5 3.6 5 4.3 313.6 3 4.7 311. 0 
りラ マツ ~ 5 5 9 b 9 2.6 313.0 3 5.0 3 4.9 ヰ 7.2 宇 5.2
口三 マツ ~ f 2 2 2 3. 0 314.4 2 4.5 2 8.3 
口三 マツ 英 5 5 10 10 2 313.5 3 3.3 3 6 
カラマツ 全日~28号 (， i英 218.9 234.0 2 3 2 4 3 13. 1 2 5.0 2 4 
力ラマツ ~~29主 513.4 522.8 9 2.8 9 2.9 313.8 3 4.0 3 4 2 9.5 2 8.0 2 8.7 
カラマツ 全日SZ30~ 514 521.6 10 2.8 10 2 9 313.8 3 5.0 3 5 キ 7.5 本 5.0 311. 7 
カラマツ ~;t31 120.4 135.0 1 2.5 1 2.7 313.6 1 5.0 1 3. 9 
カラマツ ~32< l3 513 523. 0 10 2.7 10 3. 2 313.3 3 4.7 3 7 牢10.1 牢 7.0 310.3 112.0 1 7.6 1 8. 9 
カラマツ 圭恵33< (支 514.7 522.4 10 2.2 10 2.3 317.3 3 5.0 3 7.6 キ7.4 牢 5.9 3 8.2 
カラマツ E知 1号 (支 516.3 529.2 10 2.7 10 4.7 312.3 3 4.3 3 5.2 キ 7.3 キ3.7
カラマツ !知 2号 (支 E 416.4 4 10 2.2 10 4 313.9 3 5.0 3 7. 7 牢 8.1 キ 5.4 
カラマツ !知 3号 (支 宅 516.3 5 9 2.9 9 5.3 3 6 3 5.0 3 8.2 キ 9.9 牢 7.2 3 9.6 
カラマツ !知 4号 (支 i:!:i 417.0 4 10 2.8 10 5.0 3 D 3 4.7 3 6.9 キ10.5 牢 5.9 
カラマツ 1知 5号(支) 搾高 516.3 5 10 3. 7 10 4.6 3 4 3 4.7 3 2.3 キ7.8 牢 4.5 
カラマツ !知 6号(支) 精英樹 511. 0 519.6 8 1. 8 8 3.7 312.6 3 3. 7 3 2.3 牢 7.3 * 5.0 

枝下高
円 m

幹曲り
n 

陥入深さ
円打1円1

5年次直径
円 C打1

40年次樹高 40年次直径 5年次樹高
n 昨 n cm n m 

種類ク口ン名樹種
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最大傾斜度o) 平均傾斜度，)ヤング係数b) 最大傾斜度"平均傾斜度"ヤング係数"
n % n % n GPa n % 円 % n GPa 

711. 8 
7 8.2 
2 7.8 
3 8.3 
7 8.5 

7 9.9 
7 8.4 
4 7.6 
4 9.9 

7 7.5 
7 9.6 
7 8. 3 

210.1 
3 9.8 

7 6.7 

7 8.2 
7 9.0 
7 7.5 
710.2 
3 8.5 
2 9.3 
7 9.1 

7 8.8 

2 9.1 

1 10.9 
7 7.4 
7 6.4 

2 6.3 
3 9.2 

7 4.3 
211. 6 
2 4.5 
3 8. 0 
7 6.8 

7 8.9 
7 8. 3 
7 7.2 
7 4.1 
3 6.0 
7 5.6 

7 4.1 
7 7.1 
4 6.5 
4 6.4 

7 7. 5 

7 6.5 

2 5.1 

7 8. 2 
215.4 
2 7.5 
310.3 
7 7.5 

7 12.0 
7 10.9 
7 13. 1 
7 7. 3 
3 8.4 
7 7. 9 

7 5.7 
710.7 
410.2 
4 9.0 

7 16.3 
710.0 
7 9.6 

2 8.3 
311.0 

2 7.4 

7 9.5 

712.3 

3 7.7 
3 7.4 
310.0 
312.9 
3 7.8 

3 9.6 

3 9.4 
2 9.2 

310.4 

3 8.6 

3 8.2 

310.7 

3 8.5 

3 8.9 

2 8.7 

3 9.2 

カラマツ精英樹クローン，材質優良木およびグイマツ精英樹クローンの諸特性

キ 4.0
3 5.4 
本 6.1
宇8.2

ヰ 8.0

キ 5.8
キ 7.4
3 4.6 

ヰ 5.6 
3 5.3 

牢 6.6 

3 5.3 
3 5.8 
3 5.8 

3 3. 4 

3 4.2 
キ 6.2 
3 4.9 
キ 6.3 
ヰ 5.6
3 4.0 
6 6.1 

* 7.7 
キ 6.4

キ 8.7 
本3.5

* 7.2 
牢11.2 
牢 6.1
宇 3.9 

キ 9.2

宇 9.1

ヰ 8.6 

3 7.8 
310.0 
3 9.0 

3 6.2 

3 7.1 
ヰ 8.2 
3 6.9 
キ 8.4
ヰ 8.4
3 5.3 
6 8.7 
キ10.3
キ 8.4 

キ11.1 
牢 6.4
キ 9.4
ヰ15.2
キ 8.9 
キ 5.2

キ11.8 

* 7.2 
3 7.2 
キ 8.2
牢10.7

キ11.8 

キ10.6

キ 8.4
キ 9.9 
3 6.3 

キ8.3
3 8. 3 

同
一
一
部
一
川
市
一
山
一
川
一
川
一
川
市
一
日
也
市
一
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市
一
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市
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端
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一
一
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一
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部
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一
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一
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一
山
一
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市
一
部
一
遇
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一
川
一
部
一
川
市
一
山
一
山
一
部
一
部
一
川
市
一
川
一
川
市
町
一
川
市
一
山
一
川
市
一
山
一
川
市
一
山

5年次直径
n cm 

8 2.6 
9 3. 3 
70 2.7 
8 3. 1 
9 2.8 
70 3.8 
9 2.2 
9 2.5 
8 2. 5 

山
一
一
一
山
富
山
川
市
一
山
一
山
一
一
一
川
町
一
時
一
山
一
山
一
山
市
一
川
町
一
山
一
山
一
山
一
日
一
日
一
山
一
世
間
一
山
一
寸

5年次樹扇
n m 

8 1.4 
9 3. 1 
70 2.3 
8 2.1 
9 2.4 
70 2.3 
9 1. 7 
9 1. 8 
8 1.7 

…
一
山
一
山
市
一
山
一
一
一
川
市
一
山
一
山
一
世
間
一
一
一
山
一
出
一
山
一
山
一
日
一
山
一
山
一
山
一
一
一
日
一
山
一
山
一
一
一
一
一
…
一
山
川

40年次樹高 40年次直径
nm  n cm 

514.3 523. 0 
416.4 427.5 
515. 3 525. 2 
416. 1 425.8 
517. 5 527. 0 
516.7 526.2 
517.4 528.8 
416.5 424.3 
515.5 527.0 
514.4 524.6 
415. 6 423. 2 
513.4 521.2 
516.0 525.4 
516.8 526.6 
415.2 424.2 
516.2 526.4 
514.2 525.6 
517.8 528.0 
516.0 530.8 
416.8 430.3 
518.0 526.2 
517.6 525.8 
516. 9 523. 4 
515.3 528.2 
516.8 526.4 
313.0 319.0 
417.0 423.8 
217. 5 228.0 
1 15. 0 7 22. 0 
514. 1 522.6 
517. 1 521. 6 
416. 4 423. 5 
416.6 422.3 
316.0 327.3 
515.9 523.2 
220.2 236.5 
515.8 525.8 
517.4 526.4 
315. 5 323. 0 
514.5 519.8 
614.2 621.3 
517.3 525.6 
514.2 521.5 
5 15. 7 523. 0 
515.3 522.0 
517. 3 527. 2 
217.8 231.5 
517.4 526.0 
416.9 429.0 
514.9 523.4 
516.3 526.8 

表 l

同
一
間
一
国
間
一
畳
間
一
間
一
盟
国
関
一
関
一
関
一
関
畳
間
一
関
畳
間
一
盟
国
畳
間
一
同
一
畳
間
一
盟
国
間
一
畳
間
一
間
一
間
一
回
開
繭
一
同
一
畳
間
一
盟
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種類

一十一時一一一寸前一一一一一一一一一一一一一一一一一一一臨時一一一一一一一一一一一龍一一耕一耕一一一一

クローン名

一鼎器器罵一町E需需一中崩置一市E一出間置崇室一而E需冨語記一
2鼎呂器塁一市E需軍一巳開宙器呈一市E需亘一中崩量器量一前E需霊票雲一旦崩量器量一市E需亘一2鼎置室一市E需冨一戸鼎置一市E亘京歪…坦出置器皇一市E需霊一巴誤邑罷室-計E需宣吾雲一中鼎喧器車一町E需亘一中鼎民誤盟一市E需雪一戸鰐呂崇室↑町E需童震震一叫関盟器墨一町E需亘一中関置罵室一市E需亘一中鼎盟器塁一前E需雪崇号一
2誤置器号一町E需冨一坦開置器塁一前E需E…白鼎置罷室一市E需盟崇霊一中賠鎧器量一市E需霊一見開宣崇塁一市E需霊一2崩量崇墨一市E需霊…旦崩置一市E一出問甚器室一珂E需霊崇塁一中鼎置崇室一町E需霊…中龍置崇罷一市E需亘詰亙…中開誼器呈一市E需霊…担鼎置器一市E需一坦鰐量器量一市E需宣罷霊一中誤量崇室一百E需亘罷歪…巳開置器室一市E需冨一出照盤器塁一市E需霊一中詔邑器器一市E需霊需雲一戸鼎置器景一町E需冨一白罰置罵室一市E需盟需号一担鼎置崇塁一前E需墨一中開鎧崇室一市E需亘一中鰐撞罷毘一市E需霊震霊一山関毘罷塁一市E需亘一2烈置器室一市E需歪需室…白鼎邑誤室一可E需霊一中崩置器室一市E需霊一中鰐置器量一市E需霊…中鼎量崇塁一市E需冨一中窮置一前E一巴開量器塁一市E需宣票室一中鼎宣崇室一町E需宣需一出窮量崇一市E需一中鼎一問

一

樹種
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(5/7) カラマツ精英樹クローン，材質優良木およびグイマツ精英樹クローンの諸特性

最大傾斜度ol 平均傾斜度ol ヤング係数bI最大傾斜度d 平均傾斜度"ヤング係数"
n%  n % n GPa n % n % n GPa 

3 9. 5 3 5. 7 

キ

#
Uオ

D，
薗
ん
川
い
¥
守

1
2判
開
制
田
町

部

N

N

T」。

1 9.3 
1 10.0 
110.4 
3 8. 8 
111. 7 
1 9.0 

111. 0 

1 8. 8 
310.2 
110.0 
1 9.3 
1 9.2 

1 8. 5 

3 9.9 

1 8. 1 

2 9.2 

1 6.5 
1 5.7 
1 7. 7 
3 5.3 
1 6.0 
1 6.4 

1 7. 9 
3 6.1 
113.8 
1 3. 2 
1 9.3 

3 5.9 

1 7. 1 

1 9.5 

211. 9 

1 9.7 

1 8.4 
1 9.5 
113.9 
3 9.2 
1 7.5 
110.5 

111. 5 
310.8 
120.2 
1 5.9 
112.2 

215.9 

112.0 

3 8.3 

1 9.8 

114.6 

3 9.1 

3 8. 3 
3 9.4 
3 9.7 

3 9.9 
313.9 

3 7. 6 

3 8. 8 
310.7 

310.2 

3 8. 6 

2 6.6 
3 8. 6 

3 9.6 

キ 5.2
3 8.7 

キ 4.8
キ 6.3
宇 5.4
3 5.2 

キ 6.1

キ 5.6 
3 3. 8 

3 5.6 
3 5.3 
3 4.7 
キ 5.7
3 3. 5 
キ 6.7 

ヰ8.5

キ 7.9 
キ 5.1

ヰ 4.0
ヰ 4.3

4 1. 6 

キ7.7

3 6.3 
キ3.7

宇7.3
314.5 

311. 0 
3 7.2 
3 7.5 
キ7.8
3 5.4 
キ 8.6

4 3. 1 

キ8.9

ヰ7.4
ヰ7.0

キ7.3

* 8. 4 
キ 8.2 
3 8.7 

本 7.7 
3 5.2 

キ 9.9 

3 9.2 
ヰ7.2

ヰ11.7

キ10.7
キ 9.0 

同
日
一
川
一
川
一
山
一
山
一
古
川
一
川
市
一
品
川
一
盟
国
市
一
昨
一
川
市
一
一
一
一
一
間
一
山
市
一
山
一
川
市
一
川
市
一
山
一
川
市
一
川
市
一
一
一
一

3 5.8 
3 5.4 
3 6.1 
3 4.6 
1 9.6 
3 8.5 
310.4 
3 9.2 
2 6.4 
1 5.6 
110.9 

ヂ
一
川
市
一
山
一
川
一
世
間
一
山
一
川
市
一
川
町
一
川
市
一
山
一
山
一
山
一
山
一
山
山
富
山
一
川
市
一
山
一
山
市
一
品
川
一
一
一
世
間
一
川
市
一
山

時
一
誠
一
山
一
川
市
一
川
一
山
一
誠
一
川
市
一
山
一
川
市
一
山
一
山
一
山
田
川
市
一
川
市
一
山
一
山
一
山
市
一
川
市
一
川
市
一
山
一
川
市
一
川
一
山
一
川
市
一
川
市
一
即
時
一
輩
出
一
山
一
山
田
川

3 5.0 
3 5.0 
3 3. 7 
3 5.0 
1 5.0 
3 4.7 
3 5.0 
3 3. 7 
2 3. 0 
1 5.0 
1 5.2 

吋
目
指
一
山
一
山
田
市
一
山
一
…
一
川
市
一
日
一
山
一
山
市
一
一
一
時
一
山
市
市
一
…
一
山
市
一
山

40年次樹高 40年次直径 5年次樹高
n 円 n C π n  m 

515. 1 6 21. 0 8 2. 0 
113. 2 1 25o 2 2.1 
517. 4 524. 4 10 2. 2 
517. 3 524. 4 10 2. 1 
517.0 521.2 9 2. 1 
515. 7 5 22. 8 9 2. 5 
417. 9 425. 3 9 2. 6 
516. 1 5 23. 2 8 1. 3 
418.4 428. 5 10 3. 4 
317. 3 3 26. 7 6 2. 3 
317. 5 3 28. 3 6 2. 7 
616. 7 6 23. 3 10 2. 8 
517.9 525. 0 10 3. 0 
516. 2 524. 8 9 3. 2 
517. 4 524. 0 6 2. 2 
516.6 521. 6 7 1. 8 
518.4 529o 10 2.2 
318. 0 325. 0 10 2. 1 
518. 9 5 28. 4 9 2. 6 
415.3 427. 03  3. 2 
517. 4 5 25. 6 8 2. 9 
515. 0 5 28. 6 10 2. 4 
516. 0 521. 8 10 2. 3 
5 17. 1 5 32. 2 8 2. 7 
322. 7 3 35. 3 3 4. 5 
222. 7 2 33. 5 3 4. 2 
512.2 524.4 
516.4 525.8 
219.4 234.0 
415.0 424.5 
416.6 425.3 
515.7 529.6 
417. 4 422. 5 
516.5 528.8 
516.5 525.4 
516.4 528.0 
517. 3 526. 2 
516.1 526.2 
516.2 525.0 
322. 0 337. 0 
515. 9 527. 2 
418.0 429.2 
417.6 427.0 
417.9 431.8 
122. 3 1 33. 0 
515.6 525.2 
417. 6 425. 8 
516.0 526.2 
221.6 235.0 
1 21.1 1 28. 0 
516.6 530.2 

衣-1

種類クローン名倒種

世
間
一
時
一
一
一
日
一
川
一
山
一
日
一
山
一
日
山
一
山
一
山
一
山
一
一
一
山
吉
川

一
一
尚
一
一
一
…
一
一
一
時
一
一
一
川
一
山
一
日
一
山
一
四
日
一
山
一
…
町
一
山
一
山
一
山
一
山

同
一
間
一
畳
間
一
畳
間
一
同
一
同
一
鶴
岡
一
畳
間
一
同
一
盟
国
間
関
一
畳
間
一
畳
間
一
間
一
同
一
間
一
畳
間
一
間
一
関
嗣
一
畳
間
一
間
一
同
一
間
関
一
畳
間
一
回
開

一一軒盤臨藍軒一一一軒軍車一一相盤軒甚龍一一一軒E藍一一輯盟軒韮臨一一一霜E官一一鞘盟輯盟輯一一一需E覇一一時詔輯一一一需覇置一一輯開間監一一一官藍一一臨監臨藍韮一一一軒藍藍一一相担韮一一一藍一一藍一一一軒盟韮幸輩一一相担軒韮一一一需童一一相担軒監器一一一霜童覇…一輯藍輯藍藍一一一需霊軒一一軒鎧輯一一一需一一耕一一一一担詰藍草十一一軒監草一一軒藍草一一一軒一一軒E
#曹普一一一PF晋苦一一軒聖軒聖旺一一古車藍耳車一一鵬龍罷誌一一車品昌一一品品一一一一一一一一一一一一一…一一一一一一
ι酷晶龍島寵一一一需霊寵一一開盟罷一一一需一一開一一一一一一一一一一一一一一一一一監盟藷一一軒由需一誤盟語一一時一一一一一一一一
E芋一一PE菅一甘世軒…一貯一古一出一一一一…一十一一
E詫串一一詑E罷塁一一一罫置一一開担寵韮寵一一一需璽軍一一和監監一一一軒一一軒一一一一戸

一

一一誠一一一畳一一一一一一豊中一一一一崇一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
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(6/7 ) カラマツ精英樹クローン，材質優良木およびグイマツ精英樹クローンの諸特性表一 l

稚内12号 精英樹

稚内15号 精英樹

材質北海道営 7号材質優良木

材質北海道芭15号材質優良木

材質北海道営63号材質優良木

材質北海道営158号材質優良木

材質北海道営196号材質優良木

材質北海道営346号材質優良木

材質北海道嘗368号材質優良木

材質北海道営381号材質優良木

材質北見営 1号 材質優良木

材質北見営 3号 材質優良木
材質北見営 4号 材質優良木

材質北見営35号 材質優良木

材質北見営45号 材質優良木

材質北見営49号 材質優良木

材質北見営51号 材質優良木

材質帯広営34号 材質優良木

材質帯広営39号 材質優良木

材質帯広営40号 材質優良木

材質帯広営54号 材質優良木

材質帯広営71号 材質優良木

材質帯広営94号 材質優良木

材質帯広営110号 材質優良木

材質帯広営132号 材質優良木

材質帯広営133号 材質優良木

材質帯広営172号 材質優良木
材質帯広営180号 材質優良木

材質帯広営183号 材質優良木

材質帯広営185号 材質優良木

材質帯広営201号 材質優良木

材質帯広営207号 材質優良木

材質函館営34号 材質優良木

材質函館営35号 材質優良木

材質函館営43号 材質優良木

材質函館営45号 材質優良木

材質函館営55号 材質優良木

材質北海道68号 材質優良木

材質北海道120号 材質優良木

材質北海道127号 材質優良木

材質北海道155号 材質優良木

材質北海道159号 材質優良木

材質北海道166号 材質優良木

材質北海道219号 材質優良木

材質北海道236号 材質優良木

材質北海道237号 材質優良木

材質北海道241号 材質優良木

材質北海道243号 材質優良木

材質北海道257号 材質優良木

材質北海道277号 材質優良木

材質北海道315号 材質優良木

枝下高
n 打1

311. 3 
2 6.6 
1 2.5 

和

n
一
川
市
一
市

陥入深さ
n 昨1打1

314.8 
315.1 
113.0 

5年次直径
n c円1

7 2.9 
7 2.0 
3 1.5 

40年次樹高 40年次直径 5年次樹高
nm  n c庁 n 円1

419. 9 4 26. 5 7 2. 7 
216.5 231. 0 72.6 

3 2.2 

種類クローン名

2 2.7 
1 2.6 
3 3. 3 
3 3.2 
3 2.9 
2 3. 1 
3 3. 0 
3 3. 4 
3 3.4 
3 3.4 
3 3. 3 
3 2.8 
2 3.3 

3 3. 1 

3 2.9 
3 2.6 
2 2.8 

3 2.9 
3 3. 1 
3 2.9 
3 3. 2 

3 3. 3 
3 3. 7 
3 4.0 
3 3. 0 

212.0 
313.7 
213.9 
1 13.5 

2 1. 7 
3 1. 1 
3 3. 3 
1 2.4 

2 2.6 
3 1. 8 
3 1. 7 
1 3.2 

3 3. 5 
3 3. 2 
3 3. 3 

3 2.0 
3 3. 7 
3 4.0 

314.5 
311. 9 
313.2 

3 2.0 
2 1. 6 
3 2.3 

3 3.1 
2 3. 2 
3 3. 6 

3 3. 6 

3 3. 1 

3 3. 2 
3 3.6 
3 3. 6 
2 3.5 
3 3.0 
3 3.6 
3 3. 1 
3 3.2 
3 3.7 
3 3.1 
3 3.5 
3 3. 1 

2 3. 0 
1 2.0 
3 3. 7 
3 4.0 
3 2.3 
2 4.0 
3 2.7 
3 4.7 
3 4.3 
3 3.0 
3 5.0 
3 4.7 
2 3. 5 

3 4.0 

3 4.0 
3 3. 7 
2 3. 5 

3 4.7 

3 4.3 
3 4.3 
3 5.0 
3 4.7 
3 4.0 
3 3.3 
3 4.0 
3 4.0 
3 5.0 
3 4.7 
3 3.7 
3 4.3 
3 4.7 

116.8 
113.0 
113.5 
313.0 
314.4 
212.4 
312.0 
312.5 
312.2 
312.3 
312.1 
311. 4 
211. 8 

1 13. 0 

112.3 
213.3 
I 12.3 

312.9 

311. 9 
313. 2 
313.1 
312.5 
211. 4 
312.8 
312.0 
312.9 
311. 6 
313. 3 
312.0 
312.3 
314.2 

3 1. 1 
I 0.5 
1 3. 0 
6 1.2 
5 0.9 
2 1. 5 
4 1. 5 
3 4.0 
6 2.4 
1 7.0 
6 2.6 
6 3. 0 
2 2.0 

2 2.5 

I 1. 0 
2 1. 0 
2 0.4 

5 1. 5 

4 1. 3 
5 2.6 
3 2.0 
5 2.6 
3 2.0 
1 3. 0 
6 1. 8 
4 2.2 
4 1. 7 
6 1. 6 
4 3. 5 
3 2.0 
3 2.0 

3 2.3 
1 1. 9 
1 3. 7 
6 2.0 
5 2.3 
2 3. 3 
4 3.3 
3 3. 9 
6 2.7 
I 5.8 
6 3. 5 
6 3. 3 
2 2.7 

2 3. 2 

1 2.1 
2 1. 7 
2 1. 6 

5 3. 1 

4 2.9 
5 3.3 
3 2.8 
5 3. 3 
3 2.9 
I 3. 5 
6 2.9 
4 3. 1 
4 3. 1 
6 2.8 
4 4.2 
3 3. 1 
3 2.4 

樹種

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一市町一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
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(7/7) 

312.0 

3 9.5 
310.2 
39.7 

原木の測定値である。

最大傾斜度o) 平均傾斜度.)ヤング係数ω最大傾斜度ア平均傾斜度d ヤング係数"
n%  n % n GPa n % n % n GPa 

1 4 1  1. 8 
14.7 1 2.1 
1 4.2 1 1. 8 

カラマツ精英樹クローン，材質優良木およびグイマツ精英樹クローンの諸特性

40年次樹高 40年次直径 5年次樹高 5年次直径 陥入深さ 幹曲り 枝下両
円円1 円 C昨 n 打 n c庁 n m円 n n 円1

カラマツ材質北海道316号 材質優良木 3 3. 3 3 2. 3 3 11. 8 3 5. 0 3 2. 8 
カラマツ材質北海道318号 材質優良木 6 3. 4 6 2. 7 3 11. 8 3 4. 3 3 3. 0 
カラマツ材質北海道328号 材質優良木 32.8 32.7 311.9 3 3.0 3 3.0 
グイマツ札幌 l号 精英樹 3 13. 6 3 19. 6 6 2. 9 6 2. 9 3 10. 7 2 3. 5 2 4. 5 
グイマツ稚内 1号 精英樹 5 15. 4 5 30. 8 8 2 3 8 2. 7 3 11. 0 3 4. 7 3 4. 5 
グイマツ稚内 8号 精英樹 5 14. 9 5 26. 0 9 2. 0 9 3. 4 3 10. 6 3 4. 7 3 6. 6 
グイマツ稚内 9号 精英樹 3 15. 2 3 28. 0 8 2. 2 8 3. 2 3 11. 4 3 4. 3 3 6. 6 
グイマツ稚内10号 精英樹 4 15. 8 4 27. 5 7 2. 6 7 2. 8 3 10. 8 3 5. 0 3 7. 2 
グイマツ稚内16号 精英樹 4 16. 8 4 28. 0 8 2. 3 8 2. 5 3 11. 3 3 5. 0 3 7. 2 
グイマツ稚内17号 精英樹 5 16. 3 527. 6 10 2.4 10 2. 5 3 13. 0 3 3. 0 3 8. 1 
グイマツ稚内18号 精英樹 4 14. 5 4 23. 5 8 1. 6 8 2. 8 3 13. 9 3 4. 0 3 6. 8 
グイマツ稚内19号 精英樹 5 15. 6 5 27. 8 9 2. 4 9 2. 7 3 11. 8 3 5. 0 3 6. 3 
グイマツ稚内20号 精英樹 5 14. 2 5 27. 4 7 1. 9 7 2. 8 3 12. 0 3 3. 7 3 6. 6 
グイマツ稚内22号 精英樹 4 14. 1 4 27. 5 7 2. 3 7 2. 8 3 11. 0 3 4. 3 3 7. 1 
グイマツ稚内23号 精英樹 5 15. 2 527.0 10 2.4 10 2.8 3 12. 3 3 5. 0 3 6. 7 
グイマツ稚内24号 精英樹 514.6 527.6 42.2 4 3o 3 10. 3 3 4. 7 3 6. 5 
グイマツ稚内25号 精英樹 2 14. 6 226. 5 6 2o 6 2. 7 3 11. 2 2 5. o 2 6.8 
グイマツ幾寅 1号 精英樹 5 17. 9 5 27. 2 9 2. 9 9 2. 7 3 13. 0 3 5. 0 3 7. 5 
グイマツ留萌 1号 精英樹 5 17. 2 5 30. 4 6 2. 3 6 2. 9 3 11.5 3 5. 0 3 4. 4 
グイマツ留萌 2号 精英樹 3 18. 6 3 33. 3 7 2. 5 7 3. 6 3 10. 1 3 5. 0 3 3. 7 
グイマツ留萌 3号 精英樹 518. 2 530.2 9 2.3 9 2.8 311. 2 3 4.3 3 8.2 
グイマツ留萌 4号 精英樹 517.8 532.2 102.1 10 2.6 312.8 34.7 38.4 
グイマツ留萌 5号 精英樹 5 16. 8 5 27. 8 9 1. 9 9 2. 7 3 12. 1 3 5. 0 3 6. 4 
グイマツ留萌 6号 精英樹 4 14. 3 4 23. 7 8 1. 5 8 2. 4 3 11. 3 3 5. 0 3 6. 0 
グイマツ留萌 8号 精英樹 4 16. 2 4 26. 0 5 2. 0 5 3. 0 3 13. 0 3 4. 0 3 7. 4 
グイマツ北見 1号 精英樹 513.4 517.6 6 1. 3 6 2.3 311. 5 3 5.0 3 5.7 
グイマツ北見 2号 精英樹 414.6 421.0 10 1.1 102.3 312.2 34.7 34.5 
グイマツ中標津 l号 精英樹 5 15. 9 525. 1 10 2. 9 10 3. 5 3 11. 1 3 2. 7 3 7. 5 
グイマツ中標津 2号 精英樹 517.1 531.0 92.3 92.9 310.0 3 3.0 3 7.7 
グイマツ中標津 3号 精英樹 4 16. 4 4 28. 2 4 2. 0 4 2. 4 3 11. 5 3 4. 7 3 7. 1 
グイマツ中標津 4号 精英樹 5 16. 1 525.0 10 1. 8 10 2. 7 3 11. 1 3 4. 3 3 6. 0 
グイマツ中標津 5号 精英樹 4 15. 6 4 22. 0 9 2. 5 9 2. 5 3 12. 3 3 4. 7 3 7. 5 
グイマツ宗谷 1号(支) 精英樹 4 19. 1 4 27. 5 9 1. 5 9 2. 1 3 14. 1 3 4. 3 3 8. 0 
グイマツ宗谷 2号(支) 精英樹 3 18. 2 3 22. 3 1 1. 9 1 6. 5 3 12. 1 3 4. 7 3 9. 6 
カラマツ"根室 6号(支) 精英樹 5 20. 1 5 32. 6 10 2. 5 10 2. 7 3 14. 2 3 5. 0 3 9.4 
カラマツω根室 7号(支) 精英樹 4 21. 1 4 31. 5 7 3. 0 7 3. 8 3 13. 5 3 5. 0 3 12. 0 
カラマツω根室 8号(支) 精英樹 4 19. 2 4 26. 0 10 2. 3 10 2. 8 3 13. 2 3 5. 0 3 11. 6 

注)a)は1980年から行われた『からまつ材質育種事業J の中で測定した繊維傾斜度である。料ま調査個体数が不明。材質優良木については，

b) は 1984年に間伐した林齢22~25年のつぎ木ク口 ンのヤング係数である。

c) は2004年 lこ台風18号で倒れた林齢40~43年の個体の測定値である。

d)選抜時はグイマツであったが，森口らの葉緑体とミトコンドリアのPCR-RFLP分析の結果と半田の開葉時期の観察結果で，カラマツ型を示したため，カラマツとした。

nは調査個体数を表す。

311.8 
312.1 

312.6 
312.8 

3 8.4 

3 9.2 

3 11. 0 

表 l

種類クロン名樹種
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